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1. 螢光 増白が施 されてい る白色布は紫外線照射によ

り, 白さが著し く低下 することを第２報 で報 告し た。現

在洗剤や仕上げ のりなどにも螢 光増白剤 が含まれ， 白さ

の回復が問題 とな ってい る。 そ こ で第 １報「 白さ の基

準」 を基 にし て白色布の白さ の回復 度を 定量的 に し ら

べ，螢 光増 白剤 の最適な使用法を検討 する。

2. 試料には木綿，レ ーヨン， ナイ ロンを用い， それ

ぞ れ白ダイ木綿用 および ナイ ロン用濃 度5% で増白し ，

まずこ れらに紫外線 照射（20,   60時 間）を与 えた。 次に

３種類 の濃度（2,    5,   10％）で再度 増白し，つづい て

第２回目の紫外線照射（20,   60時間 ）を与 え， 最後 の増

白（濃度2,    5,   10% ）を行な ってこ れらの白色度 を検

討し た。紫外線照射 には ウェ ザオメーターを用い， 白色

度比較には螢 光分 光光度 計FC －2型 を用い， 試料 の 分

光反射率曲線 からC  I E お よびRUCS 系色度座標 を求

めるとともに白色度 計算 も行なった。

3.　螢光増 白と紫外線照射 との交互 くり返しに よる白



さの変化 には増 白剤 の濃度 と紫外 線照射 時間の影響が大

きい。本 実験 では螢 光増 白剤の濃度は10% が最も増白効

果 が大きい が長時 間紫外線 照射（60時 間）を与 えると2,

5% に くらべて， 白さの減 少は著し く，再び 増白し ても

回復度は低い。 たび たび増 白を必要 とす る場合 には 最初

は螢光増 白剤 の濃度 を低 くし て使用しに 次第に濃度 を高

めて使用ナ るのが有効であろ う。
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